
第1回近江八幡市オープンガバナンス推進協議会 
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杉浦裕樹　sugi@yokohamalab.jp 
http://facebook.com/sgiur 
http://twitter.com/sgiur

 
官民連携で地域の課題をみんなで解決 

横浜におけるオープンガバナンスの取り組みについて



横浜の地域資源（ヒト／組織／拠点
／制度／プロジェクト）を活用し、 
価値ある情報を市民の「共有財」と
して「まちづくり」に活用する仕組
みづくりに取り組んでいきます。

2003年 NPO設立時の挨拶文より
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多様な主体を「つなぐ」 

地域参加・参画を増やす 
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課題は複雑になり、社会保障費は増大。 
人口減少と超高齢化が進み税収は減少。 
行政が出来ることには、限界がある。 

地域社会の課題解決の取り組みに 
公民連携による協働・共創が望まれる。 

高まる公民連携の期待と構造的な地域活動の担い手不足

地域資源のマネジメント



このまち・わたしから未来を創る 
LOCAL GOOD YOKOHAMA

supported by
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・経緯：横浜の地域課題の解決を目指す横浜コミュニティ
デザインラボと、その取り組みを支援する横浜市政策局
政策課とともに、アクセンチュア株式会社によるCSRで
取り組んできた東北での起業家支援の取り組みを横浜へ
横展開する可能性について議論し、2013年10月から同
社のキャッシュ・プロボノによる支援を受けて運営
（2014年6月β版始動、同年10月本格スタート）。



このまち・わたしから未来を創る 
LOCAL GOOD YOKOHAMA

＜コンセプト＞　地域を知り、地域の価値ある活動に参加・応援するきっかけをつくるプラットフォーム。 

＜実現したい地域社会の像＞　多くの市民が横浜をよくする活動（LOCAL GOOD アクション）に参加する横浜。　 
　　　　　　　　　　　「温かいお金」の循環による「コミュニティ経済」の構築を目指す。

supported by
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2014年10月下旬から 
本格運営

日本経済新聞 地域経済　 
掲載日 2014年6月12日 神奈川新聞 　掲載日 2014年6月14日 8



このまち・わたしから未来を創る 
LOCAL GOOD YOKOHAMA

supported by
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このまち・わたしから未来を創る 
LOCAL GOOD YOKOHAMA

supported by
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増え続ける歳出 
様々な課題が顕在化





「地域情報の見える化」：課題投稿・3Dマップ・ニュース
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WEBサイト・スマートフォンアプリから投稿
された市民が抱える課題を集める機能 

 
集めた課題を3Dマップ上に表示して、 

課題を「可視化」する機能





======================================================================================================= 
 インフォグラフィクス制作協力 :　NDC Graphics 
 データビジュアライズ制作協力：  矢崎 裕一（Code for Japan） 
 デザイン監修                       　　:　阿部 太一（デザインオフィスGOKIGEN）

 
infographics ／ data visualization
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skills matching

参加できる
課題が見える
課題を集める

スキルマッチング機能 
ひとをつなぐ・活かす

私は英語が話せます！話し相手に 
なります！

地域に何か役に立てたら ♫

経営の相談 
に乗りますよ！

あなたが提供できる「スキル」を登録して、地域のステキな活動を応援しませんか？

特技が活かせて嬉しい♪

イラストが 
描けます！

WEBサイト 
つくります
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2014年10月末スタート。これまで全ての案件が目標金額達成！
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クラウドファンディング 資金調達 + スキル支援

クレジットカード、銀行・郵便の振込、イベント会場での寄付、現金書留による資金支援

WEB制作、イベントスタッフ、事務局サポート等の多数のスキルマッチング



#おたがいハマ 2020年5月1日～

新型コロナウイルスに向き合う産官学民の共創プラットフォーム  
＃おたがいハマを横浜市として支援します 

記者発表資料  令和2年5月1日  政策局共創推進課

「新型コロナウイルスへのオープンイノベーションによる課題解決に関する連携協定」

横浜市、横浜コミュニティデザイン・ラボ、YOKOHAMAリビングラボサポートオフィスの3社協定



「新型コロナウイルスへのオープンイノベーションによる課題解決に関する連携協定」



「新型コロナウイルスへのオープンイノベーションによる課題解決に関する連携協定」19

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/seisaku/2020/0501otagaihama.html



#おたがいハマ プロジェクトとは

2020年5月1日に3者協定締結

新型コロナウイルスに向き合う産官学民の共創プラットフォーム  
＃おたがいハマ を横浜市として支援 

記者発表資料  令和2年5月1日  政策局共創推進課

「新型コロナウイルスへのオープンイノベーションによる課題解決に関する連携協定」

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/seisaku/2020/0501otagaihama.html
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#おたがいハマ トーク
#おたがいハマ セミナー

飲食店支援 
物資寄付募集/寄贈

#ICTお助け隊



https://otagaihama.localgood.yokohama/ 



#おたがいハマ トーク：5月1日より108回の生配信 



#おたがいハマ トーク：5月1日より108回の生配信 



スマートシティ・カンファレンス 

#おたがいハマ コミュニティ には700人以上が参加



スマートシティ・カンファレンス 

#おたがいハマ から #ICTお助け隊 が誕生



横浜オープンデータソリューション発展委員会

事務局：横浜コミュニティデザイン・ラボ

2012年12月に設立



横浜オープンデータソリューション発展委員会 

「オープンデータ自治体サミット」（2015年6月） 

テーマ：オープンデータを活用したオープンイノベーション！ 
■日時：2015年6月24日(水) 　9時30分～19時  
■会場：大さん橋CIQプラザ（横浜港大さん橋国際客船ターミナル） 
■主催：総務省関東総合通信局、関東ICT推進NPO連絡協議会、横浜市、一般社団法人オー
プン＆ビッグデータ活用・地方創生推進機構（VLED） 
■共催：経済産業省、 横浜港大さん橋国際客船ターミナル指定管理者 相鉄企業株式会社、 
横浜オープンデータソリューション発展委員会、 NPO法人横浜コミュニティデザイン・ラ
ボ、 一般社団法人リンクデータ  
■後援：神奈川県、千葉市、一般社団法人神奈川県情報サービス産業協会、一般財団法人日
本情報経済社会推進協会（JIPDEC）、一般社団法人オープンコーポレイツジャパン、オー
プンガバメント推進協議会 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/seisaku/2015/20150520-037-21098.files/phpBZ22CF.pdf 



https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/seisaku/2015/20150520-037-21098.files/phpBZ22CF.pdf 

横浜市記者発表資料 平成 27 年 5 月 20 日 政 策 局 政 策 課



http://yokohamaopendata.jp/2018/02/21/iodd2018/ 

オープンイノベーションプラットホームを構想する 
ー官民データ活用推進計画とリビングラボ、フューチャーセンター

インターナショナル・オープンデータ・デイ2018 



オープンデータに関する横浜市の取組について−1 
国は2012年7月に「電子行政オープンデータ戦略」を策定し、同年12月にIT戦略
本部に「電子行政オープンデータ実務者会議」を設置。 

第1期（2012年～2013年） 
公的データの開放と民間主導のアイデアソン・ハッカソンの展開 
・オープンデータ推進指針の作成 
・オープンデータソリューション発展委員会との協働 
横浜市では2013年度から横浜市IT化推進本部のもとに庁内横断的な推進プロジェクトを設置し、2014年3月

には「横浜市オープンデータの推進に関する指針」を策定し、全庁的なオープンデータの推進を開始。 
 
第2期（2014年～2015年） 
民間からの提案窓口の開設と課題解決のためのICTプラットホームの構築 
・オープンデータデスクの開設 
・ローカルグッドヨコハマの展開 
・オープンデータ自治体サミット開催（2015年6月） 



オープンデータに関する横浜市の取組について−2 
(1) オープンデータを進める基盤づくり（2014年6月～）[政策局] 
○企業や大学、団体からオープンデータの推進に向けた提案を受ける窓口「よこはまオープンデータデスク」を開設 

○市ウェブページでの情報提供・市ウェブサイトの再構築 

・横浜市が提供するオープンデータの一覧「よこはまオープンデータカタログ」（試行版）の開設 

・人口に関する統計情報の公開 

(2) オープンデータを活用した地域課題解決の仕組みづくり 
○民間が行う利用促進の取組への支援 

・オープンデータを活用して地域課題を視える化し、市民参加型で解決する仕組みづくりを目指す ICT プラットフォーム

「LOCAL GOOD YOKOHAMA」への協力 

○オープンデータを活用した対話の場づくり（2014年8月～）[関係各局] 

・大学や民間事業者、NPO など多様な主体が参画する「横浜会議」において、対話により課題や対応を考えるイベント

「フューチャーセッション」を開催



オープンデータに関する横浜市の取組について−3 
(1) オープンデータを進める基盤づくり（2014年6月～）[政策局] 
○企業や大学、団体からオープンデータの推進に向けた提案を受ける窓口「よこはまオープンデータデスク」を開設 

○市ウェブページでの情報提供・市ウェブサイトの再構築 

・横浜市が提供するオープンデータの一覧「よこはまオープンデータカタログ」（試行版）の開設 

・人口に関する統計情報の公開 

(2) オープンデータを活用した地域課題解決の仕組みづくり（2014年6月～）[政策局] 
○民間が行う利用促進の取組への支援 

・オープンデータを活用して地域課題を視える化し、市民参加型で解決する仕組みづくりを目指す ICT プラットフォーム

「LOCAL GOOD YOKOHAMA」への協力 

○オープンデータを活用した対話の場づくり（2014年8月～）[関係各局] 

・大学や民間事業者、NPO など多様な主体が参画する「横浜会議」において、対話により課題や対応を考えるイベント

「フューチャーセッション」を開催



https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/seisaku/2018/20180522-037-27480.files/phpBtM6B1.pdf 



「かながわオープンデータ推進地方議員研究会」 
2014年に設立。県内の超党派地方議員による、オープンデータをテーマとし
たフォーラムの開催などを開催。会長：鈴木太郎（横浜市会議員）。 

後継組織 
「地方議員によるデジタル・タウン研究会」 
　　　　　　　　　　　　　　　　（通称：デジケン） 
日常生活のDXに向けて公民連携の触媒となること目指して2020年に設立。 

https://www.facebook.com/DigitalTownResearchSociety/ 

新組織では、地域の枠を超えて全国から仲間を募り、つながりを拡げていきます。ま
た、オープンデータにとどまらず、デジタル、データ、デザインの３Dをキーワード
に、我々が直面する社会課題にテクノロジーを活用して解決することを目指します。
この度、「（仮称）地方議員によるデジタル・タウン研究会（通称：デジケン）」を
スタートするにあたり設立総会を行います。同時にデジケン入会申込（年会費無料）
の受付を開始します。デジケンには現職地方議員に限らず一般の方、元職地方議員、
首長、国会議員などどなたでもご入会いただけます。みんなんで未来を創っていきま
しょう！ https://www.facebook.com/events/2982056435225283/ 



https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/shiminkyodo/kyodo/kyodokeiyaku/20141113151808.html 

横浜市市民協働条例：協働契約
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ありがとうございました。

#おたがいハマ WEBサイト

第1回近江八幡市オープンガバナンス推進協議会 


